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教務情報システムと連携する授業評価アンケートシステムの開発 
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概要：現在，多くの高等教育機関では，カリキュラムや授業方法等の改善などを目的として，授業評価アンケートが
行われている．著者が所属している大学でも紙面での授業評価アンケートを実施している．しかし，紙面での授業評
価アンケートにはアンケート用紙の準備や配布・回収，そしてアンケート結果の集計や分析などに手間がかかるとい

った問題点がある．また，アンケートを講義内に行う場合，その講義に出席している学生しかアンケートに回答でき
ないことも問題点として挙げられる．本研究では紙面の授業評価アンケートのこれらの問題点を改善することを目的
として，Web 上で利用することができる授業評価アンケートシステムを開発した．開発したシステムでは授業評価ア
ンケートを効率的に実施するため，国際標準規格である IMS OneRosterの REST APIを用いて教務情報システムから
履修情報を取得できるようにした．また，サーバ管理の手間を省くため，サーバを意識せずに機能提供ができるサー
バレスアプリケーションとして，AWS（Amazon Web Services）を用いて授業評価アンケートシステムを開発した．  
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Development of a class evaluation questionnaire system 

in cooperation with student information system 
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Abstract: At present, many higher education institutions conduct a class evaluation questionnaire in order to improve curricula, 

teaching methods, and so on. The university where the author belongs also conducts a class evaluation questionnaire on papers. 

However, the questionnaire on papers has problems that it takes time to prepare, distribute and collect papers, and to count and 

analyze the questionnaire results. Also, when a questionnaire is given in a lecture, only students who attend the lecture can 

answer the questionnaire. In this research, we have developed a class evaluation questionnaire system that can be used on the 

Web for the purpose of improving these problems of paper class evaluation questionnaire. In order to efficiently conduct the class 

evaluation questionnaire in the developed system, we made it possible to acquire course information from the student 

information system using the REST API of the international standard IMS OneRoster. In addition, we have developed a class 

evaluation questionnaire system using AWS (Amazon Web Services) as a serverless application that can provide functions 

without being conscious of the server in order to save the trouble of server management. 
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1. はじめに   

現在，多くの高等教育機関では，カリキュラムや授業方

法等の改善を目的として，授業評価アンケートを実施して

いる．学生に対してアンケートを行う際の方法としては，

いくつかの形式が挙げられるが，著者らが所属する大学で

は紙面での授業評価アンケートを実施している．しかし，

紙面でのアンケートには用紙の準備や配布，回収などを行

う必要がある．また，アンケート後についてもアンケート

結果の集計や分析に手間がかかってしまうといった問題や

回答用紙に記入を行う際に記入漏れや誤記入をしてしまう

可能性があるといった問題がある．更に，講義内でアンケ

ートを行っている場合，講義に出席できなかった学生はア
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ンケートに回答することができない． 

本研究では，これらの問題点を改善するため，学生が

Web 上で回答を行うことができ，その結果も Web 上で閲覧

することが可能な授業評価アンケートシステムを開発した．

開発したシステムは Web ブラウザが利用できる機器であ

れば使用でき，コンピュータがない教室や屋外などでもス

マートフォンやタブレットなどを用いた回答も可能である． 

授業評価アンケートシステムには，どの生徒がどの授業

を受けているといった履修情報が必要だが，現在本学で使

用している教務情報システムなどでは，同システム上で授

業評価アンケートを直接行うことは難しい。このため，開

発するアンケートシステムでは，IMS OneRoster の REST 

API 規格を用いて教務情報システムから履修情報を取得す

ることで，授業の履修者のみに対してアンケートを行うこ

とを可能にした．また，サーバを管理する手間の削減がで

きることやシステムの利用が特定の時期に集中すると考え

られたことから AWS（Amazon Web Services）で提供されて
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いるクラウドサービスを利用してサーバレスアーキテクチ

ャとしてアンケートシステムを開発した． 

 

2. REST API 

2.1 REST API の概要 

REST API[1]とは，HTTP/HTTPS を使ったシステム間連携

のためのインターフェースの一つであり，REST と呼ばれ

る設計原則に従い策定されたものである．REST API は 

1）リソースを一意な URIで表示する． 

2）HTTP技術をベースとして，情報の取得，作成，更新，

削除といった操作を HTTP メソッドで表現する（表 2.1）． 

3）処理結果を HTTP ステータスコードで表現する． 

といった特徴を持っており，API 開発者，API を利用する

システム開発者ともにAPIの操作が理解しやすく拡張性が

向上するといったメリットがある． 

 

表 2.1 REST の処理と HTTP メソッドの対応表 

処理 HTTPメソッド 

取得 GET 

登録 POST 

更新 PUT 

削除 DELETE 

 

2.2 One Roster の概要 

IMS OneRoster[2]は IMS GLOBAL Learning Consortium が

策定している，教務情報システムが持つ授業名や履修者な

どの情報を，学習支援システムなどの他のシステムと共有

するための国際標準規格である．教務情報システムは多く

の教育機関で導入されている．大分大学では，同システム

から REST API 規格を用いて授業情報や履修情報を取得す

ることができる OneRoster サーバを運用しており，学習支

援システムなどですでに利用している．今回の研究では，

大分大学で既に運用されている OneRoster サーバに対応す

ることができるように，OneRoster サーバと開発したシス

テムとのデータ共有を REST API 規格を用いて行った． 

OneRoster を利用して得ることができる履修情報を用い

ることによって，授業評価アンケートシステムでは学生が

どの講義を履修しているのか，この講義の担当教員は誰か，

といった情報などを取得することができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2 OneRoster の REST API（例） 

Endpoint HTTP Verb Action 

/academicSessions GET 授業期間情報の 

全取得 

/academicSessions/{id} GET 特定の授業期間情報

の取得 

/classes GET 講義情報の全取得 

/classes/{id} GET 特定の講義情報の 

取得 

/courses GET 科目の全取得 

/sourses/{id} GET 特定の科目情報の 

取得 

 

3. サーバレスアーキテクチャ 

今回の研究では，システム開発者がサーバの管理をする

必要がないクラウドサービスを利用して，サーバレスアプ

リケーションとしてアンケートシステムを開発した． 

 

3.1 サーバレスアーキテクチャの概要 

サーバレスアーキテクチャとは，システム開発において

サーバの構築や管理の必要がなく，開発がサーバを意識せ

ずにシステムを構築することができるアーキテクチャのこ

とを表す．通常，Web システムの運用にはシステムを動か

すためのサーバが必要である．そのため，システムを運用

するためにはサーバの構築や運用，保守などの作業を行わ

なければならない．一方，サーバレスでシステムを運用し

た場合，開発者はサーバの構築や運用，保守などを行う必

要がなくなる．サーバレスアーキテクチャでは FaaS

（Function as a Service）や BaaS（Backend as a Service）と

呼ばれるクラウドサービスを利用してシステムの開発を行

う．FaaSでは，クラウドサービスがリクエストを待ち受け

ており，リクエストが発生して初めてリクエストに必要な

メモリや CPU を確保し，FaaS にデプロイした処理を実行

する形式をとっている（図 3.1）．また，リクエストがない

ときには費用が発生しないといった特徴がある． 

 

① リクエストがないときは何もしない 

 コード  

② リクエストが来たら，リソースを確保して 

プロセスを立ち上げる 

→ コード  

③ 関数を実行して処理を返す 

← コード  

④ 処理が完了すると，プロセスが終了する 

コード 

図 3.1 サーバレスでのライフサイクル 
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3.2 AWS 

AWS（Amazon Web Services）[3]とは，Amazon.com によ

り提供されているクラウドサービスである．今回は AWS

で提供されているクラウドサービスのうち API Gateway，

Lambda，DynamoDB，S3 の 4 つを利用した．またこれらの

サービスを配備するためにフレームワークである AWS 

SAM を用いて Web システムを開発した． 

（1） API Gateway 

あらゆる規模の REST および WebSocketAPI を作成，公

開，保守，モニタリング，保護するためのサービス． 

（2） Lambda 

 サーバを管理する必要なくコードを実行することができ

る FaaS のクラウドサービス． 

（3） DynamoDB 

 フルマネージド型の NoSQL データベースサービス．テ

ーブルを作成する場合は，テーブル名に加えてプライマリ

ーキーを指定する必要がある． 

（4） S3（Amazon Simple Storage Service） 

 ファイルを保存するためのストレージサービス．保存し

たファイルをそのまま Web ページとして公開することが

できる． 

 

4. アンケートシステム 

本研究では，上記した技術を用いてWeb 上で回答を行う

ことができる授業評価アンケートシステムを開発した．ア

ンケートシステムでは，クライアントであるブラウザから

システムにアクセスが行われたときに，ストレージサービ

スである S3 から HTML や JavaScript といった画面表示に

必要なファイルを取得し，アンケートシステムの画面を表

示している．その後，クライアントであるブラウザから画

面遷移やボタンの入力などでAPIにアクセスをしたときに

は API Gateway がそのリクエストを受け API ごとに設定し

た処理に従って動作する（図 4.1）． 

 

 

図 4.1 システム構成図 

 

また，今回の研究ではアンケートシステムのクライアン

ト側の作成を HTML5，CSS，JavaScript を用いて行った．

クライアントサイドでは，REST API を介して取得した

JSON 形式のデータ（図 4.2）をもとにブラウザへ出力を行

っている． 

図 4.2 JSON 形式のデータ（例） 

 

その際 JavaScript のフレームワークとして，クライアン

トサイドレンダリングが可能な Vue.js[4]を使用した．Vue.js

を用いて作成した HTML ファイルなどを S3 にアップロー

ドすることでアンケートシステムを Web 上に公開してい

る． 

 

5. システムの操作 

アンケートシステムはログイン画面，回答するアンケー

トや表示する回答結果を選ぶ選択画面，アンケート回答画

面，アンケート結果の表示画面，アンケート作成画面の 5

つの画面からなる． 

（1） ログイン画面 

ログイン画面で DynamoDB に登録しているユーザ ID，

パスワードを入力することでログインをすることができる． 

（2） 選択画面 

選択画面よりアンケートに回答する講義または回答結

果を閲覧する講義の選択を行う．選択肢に表示される講義

情報は，OneRoster の classes（講義情報）に登録されてい

るもののうち，システムの利用者が受講または担当してい

る講義であり，画面が表示されたタイミングで作成した

API を用いて取得する． 

（3） 回答画面 

回答画面では，現在大分大学で行われている授業評価ア

ンケートとほぼ同様の設問が表示される．選択式の設問に

対してはラジオボタン，記述式の設問に対してはテキスト

ボックスに対して回答を行う．アンケート回答後は，送信

ボタンをクリックすることで回答データがデータベースへ

の入力される．回答後は選択画面に移動する． 

[{"sourcedId":"co0002","status":"","dateLastModi

fied":null,"schoolYearSourcedId":"","title":"情

報システム特論

","courseCode":"CC402","grades":"","orgSourcedId

":"or0001","subjects":"","subjectCodes":""}, 

{"sourcedId":"co0001","status":"","dateLastModif

ied":null,"schoolYearSourcedId":"","title":"情報

処理入門

","courseCode":"CC401","grades":"","orgSourcedId

":"or0001","subjects":"","subjectCodes":""}] 
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（4） 表示画面 

 表示画面では，データベースに入力されたデータをもと

に講義ごとの集計結果を表示する．選択式の設問は積立式

の棒グラフとして表示される． 

（5） 作成画面 

 作成画面では，任意のアンケートを作成することができ

る．設問として表示する文章と回答形式（1．選択式，2．

記述式，3．文章だけを表示する）を決め，作成ボタンをク

リックすることで設問を作成することができる．また削除

ボタンを押すことで作成した設問を削除することもできる． 

 

6. まとめと今後の課題 

本研究では，REST API を用いて教務情報と連携する授業

評価アンケートシステムを開発した．今回はアンケートに

回答，およびアンケート結果を閲覧する機能，アンケート

を作成する機能を開発した．アンケートシステムで利用す

る履修情報は，国際標準規格である IMS OneRoster を用い

ることで教務情報システムから取得することを可能とした．

また，AWSのクラウドサービスを用いたサーバレスアーキ

テクチャを採用することで．サーバを意識せずに開発及び

運用をすることを可能にした． 

今後は，ユーザ認証やアンケート結果の分析機能の強化，

ユーザインターフェースの改良に取り組むことを予定して

いる． 
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